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　9免町cO4一による唾液腺機能低下症の評価法

北海道大学放射線科

　　　　　　　辻井博彦

　目的：放射線照射による唾液腺機能低下の程度を客

観内こ把握する方法として、99町’C（）4一による動態

機能検査及び経時的シンチイメージ像撮影が有効であ

ったので報告する。

　対象と方法：放射線治療が施行された上中咽頭及び

口腔腫瘍患者45例eLr　）L・て、治療の前後に検査を行

った。放射線治療はCo「白ク遠隔治療装置｛こより、総

線量4αX）－qαフOradsが照射された。検査方法は

99tnT・（ゲ2－3MCi　es注後、シンチカメラで外部

計測し、唾液腺のイメージを経時撮影した。それと同

時に、得られた情報をon　l　ineでIDSBAC　40C

コンピューターに入力し、唾液腺や口腔を関b領域と

したDynamic　curveを作成分析した。なお検査中

に／％酒石酸束1撒を加えた。

　結果：／）放射線照射を受けた唾液腺で↓よ、Tc－

99mの濃縮力は比咬的保たれていることが多く、従

って一枚のシンチグラム像だけでは非照射唾液腺と

の区別が困難であった。しかし、こ加こ酒石酸刺激

を加えてやると、照射唾液腺の分泌排泄能力障害さ

れているの力明瞭となり、［iKISIiが容易となった。2）

sialo－dynamic　curveの型分類を行うことtこ

より、正常と機能低下との間の区月肋河能であった。

また、照射唾液腺では酒石酸刺激による唾液分泌能が

低下しa・ることカSカウント数比（刺激前／勅敷後

）を比駁することにより証明された（表／）。3）唾

液腺の部分照射では、同じ線量でも全照射｝こ比して、

機能低下の程度力軽いことが証明された。

　結論：放射線による唾液腺障害の程度を評仙するた

めに⇒よ、一枚のシンチグラム像のみでは困難であり、

経時的に撮影されたイメージ像、あるし献Sialo－

dynamic　curveの分析が有効であった。この際、

酒石酸による分泌束1撒を加えてやることが不可欠で

あった。

表／　酒石酸刺1激前後のカウント数比
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